
20 - 20
23 - 13
18 - 14

Ｃ 35 - 15
Ａ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0
5 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
6 0 0 1 4 7 2 2 2 0 1 1 0 1 0 0
7 0 1 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
8 0 1 6 3 6 4 4 2 2 1 3 3 0 0 0
9 0 0 2 1 2 0 0 0 0 5 5 1 1 0 0
14 0 0 1 2 5 1 3 0 2 1 3 1 1 0 0
21 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
22 0 2 3 6 8 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
23 * 0 1 4 7 1 3 1 1 3 4 2 3 1 0
25 * 1 5 2 4 0 0 0 1 1 2 1 3 0 0
31 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
32 * 0 1 1 2 0 0 3 2 3 5 2 0 0 0
37 * 1 1 3 5 2 2 2 2 2 4 2 1 0 0
55 * 0 1 6 12 0 0 3 6 5 11 0 3 1 1

0 0 0 0 0
6 27 34 60 10 14 14 16 25 41 13 14 2 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 0 1 0 0 0 4 1 1 3 4 5 1 0 0
5 * 1 7 4 12 0 0 2 1 6 7 7 1 1 0
6 * 0 0 1 2 0 0 2 1 0 1 1 0 0 0
11 0 1 1 0 0 1 2 1 0 0 0 2 1 0 0
17 * 0 1 1 2 2 2 3 2 1 3 2 0 0 1
21 0 1 4 2 4 0 0 5 0 4 4 1 2 0 1
24 0 0 0 2 4 0 0 0 1 3 4 3 2 2 0
36 0 0 1 3 7 1 4 1 2 6 8 3 3 0 0
37 * 0 0 6 10 3 4 0 3 3 6 1 0 0 0
42 0 0 2 3 4 0 0 0 1 2 3 2 0 1 0
61 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
78 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
87 0 0 0 1 3 0 0 0 1 2 3 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
3 18 23 48 7 16 15 13 30 43 27 10 4 2

２０１６年度関西学生バスケットボールリーグ戦

RATE 16.7% 47.9% 43.8%

Team / Coach: 荒田 康平 -
合　　　計 62 200

0 - -
0 - -

津田 航匡 0 2
神永 周輔 2 2

鬼頭 朋宏 6 17
稲垣 舜 0 1

中谷 隆人 7 24
木下 雄太 15 28

濱口 祐實 7 33
今村 勇貴 4 23

大西 康之 4 8
網本 拓夢 4 12

幸内 真路 11 30
桑原 啓樹 2 9

ST BS MIN

梅崎 健 0 11

２Ｐ ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS

神戸大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 96 200
RATE 22.2% 56.7% 71.4%

渡辺 航 12 35
Team / Coach: 天田 英彦

高田 竜豪 2 20
山本 真弥 8 12

佐藤 仁彦 7 15
足立 圭祐 0 2

辻 直弥 18 15
龍 季弥 12 28

松屋 佑季 5 7
井上 健太 2 2

松浦 慎哉 13 18
諏訪 祐介 2 18

清水 雄太 10 10
前田 凌 3 6

BS MIN

垣﨑 真吾 2 10
粕谷 祐介 0 2

ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS ST

記録 関西学生バスケットボール連盟

流通科学大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ

勝ち点 3
試合ＮＯ 230
戦評
【総括】
関西学生バスケットボール2部リーグ戦、第3週目の最終試合となった神戸大学対流通科学大学の試合。流科大は
前半から激しいディフェンスで神戸大に思うようなプレーをさせず、神戸大も#5幸内などを中心にこのディフェンスを
破るが、流れを掴み切れないせいか思うようにシュートが決まらず、第1ピリオドの接戦もむなしく徐々に差が開いて
いき、最終的に62-96と流科大が大差での勝利を掴んだ。
【第1ピリオド】
先に試合を動かそうとしたのは神戸大。第1ピリオド始めから、オールコートプレスを仕掛けていく。しかしながら、流
科大は#23龍を中心としてまるで針の穴に糸を通すかのような正確なパスまわしでボールをリングまで導く。たまらず
マンツーマンディフェンスに戻した神戸大が後手に回ると思われたが#36中谷の2度のバスケットカウントがチームを
鼓舞し、20-20のイーブンの状態で第1ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
第1ピリオドと同様、#23龍のシュートで流科大が先行する。すぐさま神戸大も反撃に出ようとするが豊富な運動量の
流科大に足がついていけずファウルがかさんでしまう。なかなかリズムを掴むことができない神戸大にここぞとばかり
に流科大の前からの激しいディフェンスが襲い掛かる。なんとか#37木下のシュートで喰らいつこうとする神戸大であ
るが流科大の爆発力を止める事ができず33-43、神戸大の10点ビハインドで第2ピリオドを終える。
【第3ピリオド】
勝つためには、ここで離されるわけにはいかない神戸大はリバウンド、ディフェンスなど粘り強いプレーで必死に流科
大に喰らいついていく。しかしながら、さすが流科大。その神戸大振り払うかのように第2ピリオドと同様に激しくディ
フェンスと見せる。分厚い壁のようなディフェンスの前にボールをうまく運べず、神戸大のハーフラインは遠のいてい
く。流科大#55渡辺の見事なブロックショットからの華麗なレイアップで19点差がつき、神戸大はたまらずタイムアウト
を取る。最後に神戸大が粘りを見せるが47-60、流科大の13点リードで第3ピリオドを終える。
【第4ピリオド】
笛が鳴ると同時に両チーム激しい攻防を見せる。流科大#22辻が3Pシュートを決めれば、すぐさま神戸大#21濱口が
3Pシュートを入れ返す。この攻防がずっと続くと思われたが、この流れを切ったのは流科大。ゾーンプレスから#22辻
を中心に得点を重ね30点のリードを神戸大から奪う。徐々に神戸大もゾーンディフェンスを攻略するが最後のシュー
トが決まらず、62-96で試合終了の笛が鳴り響いた。

主審 遠藤 幹之 副審 中川 寛樹 戦評

96 62

敗チーム

神戸大学

八木・岡島(大教大)

開始時間 16:00
会　　場 東大阪アリーナ
コ ー ト 勝ち点 5

男子 ２部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2016.09.18
流通科学大学


